
 

 

 いじめに対して対症療法的なことばかり考えても、いじめを完全に解決することはできません。

鳥取市では、いじめの早期発見、早期対応とともに、園・学校での集団づくりに力を入れることに

より、いじめを放置しない、いじめを生み出さない取り組みを着実に進めていきます。 

今の園・学校にとって大切なことは、 

 

 

 

 

 

です。悪いことは悪いと注意し合える集団、違いや個性を認め合える集団にいじめは起こりません。

このような人権尊重の園・学校づくりをしていくことが、いじめを生み出さない、いじめが起きて

もみんなで解決していける集団づくりにつながっていきます。 

 

図３：いじめを生み出さないための構造 

 
 

 

 

○安心して過ごせる環境づくり 

○教職員研修 ○学校の体制づくり 

○専門機関との連携 

○一人一人を大切にした学級経営 ○発達的特徴といじめの特徴 

○各発達段階における指導上の留意点 

○できる・わかる・楽しい授業づくり 

○学級活動や道徳の時間の充実  ○保護者との連携 

○地域に開かれた学校づくり 

●「子どもたち一人一人の人権の尊重」 

●「喜びを分かち合い、悲しみを共感できるような集団づくり」 

● 「わかる、楽しい授業づくりや夢や希望のある教育活動の創造」 


